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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、観測密度の高い気象ネットワークを実現するうえで重要な建築ストックで
ある公共建築物(庁舎・学校・公民館など)に気象観測システムを設置・観測し、そのデータをインターネットで共有す
ることで観測密度の高い都市及び地域気候分布の分析を行った。加えて、観測データを建築・教育・災害対策・公共交
通との連携といった多分野への活用方法を提案し、気候変動や自然災害、社会的ニーズに適応する都市や地域社会を支
援する仕組みを構築するための調査やデータ利活用に関する啓発活動を継続的に行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, I paid my attention to the fact that there is a growing need for 
real-time weather information using a fine observation network in recent years, public buildings is an 
important building stock in order to realize a highly observation density weather network (government 
buildings, schools, community centers, etc.), data were carried out the analysis of high urban and 
regional climate distribution of the observed density shared by the Internet. Also proposes how to take 
advantage of the observation data to various fields such as construction, education, disaster management 
and public transportation, to continue to build a mechanism to help the city and communities to adapt to 
climate change and natural disasters, to social needs the aim.

研究分野：建築環境
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、気候変動や大都市でのヒートアイ

ランド現象に伴い、猛暑や熱帯夜の発生頻
度の増加、特定地域での集中豪雨や都市部
でのゲリラ豪雨といった局地的な気象現象
が顕著になってきている。また東日本大震
災で注目されることになった福島第一原子
力発電所の事故で放射性物質が放出された
時の風向風速データの公開時期に関し、政
府の対応が批判されたように、緊急性・即
時性が高い気象観測データのニーズも高ま
っている。こうしたニーズを満たすには、
従来の気象観測網だけに依存せず、より観
測地点の設置密度を高め、リアルタイムに
それらの情報を発信していくシステムを確
立し、そのシステムを活用して現代社会の
様々な活動を円滑に実施していくうえで有
用なデータとして提供すること、また新た
に発生した社会的ニーズにこたえる活動の
可能性を発見し、それを実現する方法を提
案していくことも注目されている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、細かい地点間隔が期待でき

る東京都内の複数の公共建築物(主に学校)
に気象観測システムを設置して気象データ
を収集し、これまで整備を進めてきた都内
の既設置の学校(高校、大学)の気象データ
と比較しながら、より細かい観測地点の情
報に基づく都内各地域の詳細な気候分布の
分析を進めていく。研究開始時の段階で代
表者は、図 1 に示す首都大学東京 2キャン
パス(南大沢、日野)と多摩地域の都立高校
3 校(八王子、あきる野、青梅)に気象観測
システムを設置し、インターネットを利用
した観測データの取得と分析を行う計画を
進めていた。しかし図 1 より、東京都東部
(23 区)の観測地点数に比べ、東京都西部地
域(多摩地域)の観測インフラは十分ではな
く、本研究で多摩地域の都立高校 1校(東大
和、府中、国立など)に新たに気象観測シス
テムを設置して東京都西部の気象観測イン
フラを拡充し、都内の気候分布の分析精度
を高め、東京都内全域(島嶼部を除く)の詳
細な気候特性を把握できるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 本研究開始時の観測地点(東京都内) 

 

また本研究では、観測データをアメダス
観測では未把握となっている地域の補完デ
ータとして利用するのに加え、本気象ネッ
トワークで取得した多数点の観測データを
使った広範囲の気候分布の解析を進めると
ともに、建築・教育・交通・災害対策とい
った多分野での具体的な活用方法を提案し
ていく。今回の観測システムは、主に学校
への設置を計画しているので、設置学校で
の理科教育の教材データとして活用し、学
校施設で消費されるエネルギー量のコント
ロール指標としての利用、台風や集中豪雨
の際における登下校の安全可否を判断する
指標としてリアルタイムの観測データを利
用する方法などを検討する。 
 
３．研究の方法 
 

(1)気象観測システムの設置・観測 

 簡易気象観測システム(図 2参照)を公共
建築物に設置し、観測とデータ収集を実施
した。なお、設置した観測システムの観測
精度の検証を合わせて行う。方法として、
直近の同型センサを設置した観測地点との
比較(アメダスが近ければアメダス観測値
との比較も実施する。) や設置点の周辺環
境の比較調査を行う。観測システムの設置
する建築物は、気候分布の特性を把握する
ため、設置が進んでいない多摩地域北東部
(東大和、府中、国立など)の学校を対象と
する。当該地域は、都内でも有数の住宅地、
商業地、工業団地を抱えている。都内の気
候分布特性を把握するうえで観測データの
空白地域を減らすだけでなく、データの多
分野活用のニーズを調査するうえでも研究
代表者らが当初考慮できると考える分野
(教育・災害対策など)以外の新たな活用分
野の創出も期待できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 気象観測システム 

 
(2)東京都内の気候特性の現状分析 
 (1)で観測されるデータとの比較を行う
ため、既設置地点(約 20 地点)から収集した
観測データの分析を進める。検討対象とさ
れることの多い気温分布では、地表面状態



 

 

の違い、地形上の違い等による比較を細か
い観測地点毎のデータを活用して実施する。
またアメダス周囲に複数の既設置観測点が
ある場合は、アメダス観測点からの距離に
応じて、気象観測値の予測や補完が可能か
という点も検討する。 

 

(3)観測データの多分野展開に関するニー

ズ調査 

 現在の気象観測ネットワークで収集され
ている観測データは、気象情報のみだけで
なく建築設計時におけるシミュレーション
の外界条件への利用や小中高校の教育教材
のデータとして提供することもできる。ま
た地域社会のニーズにリアルタイムな気象
データを活用する可能性を有している。そ
こで設置を検討する地点の周辺地域におい
て上記に示した多分野への展開の可能性を
検討することに加え、新たな社会的ニーズ
の調査を実施し、抽出されたニーズに本観
測ネットワークのデータを連携させる可能
性を検討していく。 
 
４．研究成果 
 
(1)東京 23 区及び多摩地域を対象に多地点
比較を行い、外気温・外気エンタルピー・
風向・風速において地域別・季節別で生じ
る気候特性の違いを整理した。23 区におい
て外気温・外気エンタルピーは年間を通し
て気候特性における地域別の違いはみられ
ないが、風速は夏季・中間期と冬季、風向
は夏季と冬季に違いが生じる結果となった。
多摩地域では、外気温・外気エンタルピー
は夏季・冬季に地域別の違いが確認される
一方、風速では季節別の違いはみられず、
風向は夏季・中間期と冬季で気候特性の違
いを確認した（図 3～5参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 外気温の累積度数分布[%](夏・23 区) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 外気温の累積度数分布[%](夏・多摩) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 風向頻度分布（23 区）[%] 

 
(2)東京 23 区及び多摩地域を対象に多地点
比較から、外気温・外気エンタルピー・外
気処理熱量（空調システムの容量算定で外
気負荷の処理を行う空調機の処理熱量）に
おける地域別・季節別での地域気候特性の
違いを確認した。特に外気処理熱量では、
夏季の 23 区と多摩地域の度数分布の違い
が冬季に比べて大きく、空調機器等の容量 



 

 

算定において地域気候特性を検討する必要
性を確認した（図 6、7参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 外気処理熱量[kW]の度数分布[%]（夏季） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 外気処理熱量[kW]の度数分布[%]（冬季） 

 
 
(3)都内多地点に設置した簡易気象観測シ
ステムから取得した外気温・外気エンタル
ピー等の気象データに基づき、空調システ
ムの容量算定結果から地点別の外気利用を
積極的に実施できる気象条件を抽出し、中
間期における外冷利用や夏季の外気利用の
可能性を確認する知見を得た（図 8～11 参
照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 中間期・外冷利用の相関（標高） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 中間期・外冷利用の相関 
（海岸線からの距離） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 夏季・外冷利用の可能性の相関（標高） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11 夏季・外冷利用の可能性の相関 

（海岸線からの距離） 

 
(4)今後の課題 
本研究課題を進めていく中で、観測値の

分析や観測データの利活用手法の検討を行
う上で課題となる部分がみえてきた。その
内容を以下に示す。 
(4-1)観測データの精度 
 本課題で利用した気象観測システムの観
測データは多地点で収集することができる。
しかし観測精度や観測運用については、定
期的なチェックが必要である。特に雨量の
観測データは、気象庁と観測方法が全く異
なるため、データ比較には注意を要する。



 

 

今後は、こうした経験を活かして観測精度
を担保できる運用体制の構築や観測担当の
マンパワーの確保を進めて、観測データの
分析や利用に支障をきたさない状況を保持
していきたいと考えている。 
 
(4-2)多分野活用を目指したニーズ調査と
ツールの開発について 
 観測データの多分野への活用に向けたニ
ーズ調査やアプリケーションの開発に取り
組むため、設置した学校に加え 4校の教員
と打ち合わせをしてきたが、データの利活
用に関しては、設置校の教員の熱意に大い
に左右され、学校側へのアクション（取り
組みたい内容）を絞ることがもう少しでき
たのではと考えている。実際、代表者が参
画している学協会で毎年開催しているシン
ポジウム・成果報告会での高校生による成
果発表を聴講・質疑応答から今後教育分野
での観測データの活用には学校側の興味を
持つテーマに関する出前授業を充実させ、
生徒の日常で疑問に感じる内容を拾い出す
機会を設けていく必要性を痛感している。
こうした内容は今後の重要な課題として取
り組むものと考えている。 
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